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大学生の情緒的および行動上の問題を予防する心理教育的プログラム

ー "サクセスフル ･セルフ大学生版2''を用いた介入研究 一

安藤美華代

自己理解と人間関係について焦点をあてることで,大学生が心理社会的ス トレスに対処し,

心の健康を保持 ･増進させることをねらいとした心理教育的プログラム …サクセスフル ･セ

ルフ大学生版"をさらに発展させ,この時期に深刻な問題となる行動の予防も試みた "サク

セスフル ･セルフ大学生坂2"を作成した｡大学生を対象に授業を活用して,週 1回15週間

の介入を行った｡介入前後に,行動ならびに心理社会的要因に関する自記式調査を行った｡

その結果,プログラムを実施しなかった統制群は.｢不安･緊張｣,｢ネット上のいじめ被害｣,

｢親密な他者-の暴力｣が有意に増加したが,プログラムに参加した介入群では,これらの

要因に有意な変化は見られなかった｡以上より.本プログラムは,大学生の情緒的および行

動上の問題を予防する可能性が示唆された｡
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はじめに

大学生の時期は,青年期から成人期へ移行する心

理社会的発達段階にあり,社会的役割 (学生から職

業人へ等),生活スタイル (家族から単身へ等),他

者との関係性 (仲間や友人から親密な他者へ等)と

いった多面的な移行期の過程を通 じて,アイデン

ティティや将来の方向性を探求し,自分自身に対す

る責任を引き受け自己決定ができる個人になること

が重要な課題となる1)~31｡

しかし,他者と親密な関係をもつことに不安を感じ

たり,自己探求に関連して抑うつ状態になったり4)5)

過剰飲酒1)2)6)や親密な他者への暴力 (デー トDV)7)

等の問題行動が深刻になる不安定な時期でもある｡

その背景のひとつとして,個人内においても関係

性においても多面的な移行期にあり,社会的役割の

変化が大きいにも関わらず,組織化された構造への

位置づけやソーシャルサポー トが少ない時期である

ことが考えられる｡従って,この時期にある大学生

の心理社会的発達を支援する取 り組みは,移行期を

通過し,その後の自己の生活への責任や社会的役割

を担っていく上で重要だと考えられる｡

そこで,情緒的および行動上の問題を予防し心の

健康を育んでいくことをねらいとした心理教育的プ

ログラム `̀サクセスフル ･セルブ '8)を,授業を活

用して行っている｡

"サクセスフル ･セル7 "91は,先行研究の概観.

社会的認知理論10)･問題行動理論11)の応用.青少

年の問題行動を包括的に予防することを試みた米国

のプログラムGoingPlaces12)13'の応用,量的研究

ならびに質的研究による青少年の問題行動に関連す

る心理社会的要因の検証9)14)といった過程を経て,

作成されている｡心理社会的発達段階に沿って,小

学生版15)161,中学生版9日 7卜 20),特別支援学校在籍

者版21),大学生版8),研修医版22),新人医療従事者

版23),がある｡

…サクセスフル ･セルフ"を用いた介入研究では,

介入前後において.学校社会適応,自己コントロール,

問題行動の誘いを断る自己効力感,社会性,対人関係

の自己効力感の向上,いじめなどの攻撃行動を行った

経験やいじめを受けた経験といった問題行動の減少,
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抑うつ気分等情緒の安定が示されている819)L4'12;3)0

"サクセスフル･セルフ大学生版"8)では,特に,

自己理解と人間関係に焦点をあてることで,心理社

会的ストレスを予防し,心の健康を保持 ･増進させ

ることをねらいとしている｡講義を通して,この時

期に生じやすい状況に対処していく知見を提供した

り,個別活動やグループ活動を通して,自分を知る

方法,問題解決法,ストレス対処法,コミュニケー

ションの方法,他者に対する適切な自己主張･共感･

ゆずりあいの方法,葛藤の解決法を学習する｡これ

らによって,自己理解および他者理解を深め,自己

コントロール,日常生活に対する適応力,円滑な人

間関係,自己効力感を向上し,心理社会的ス トレス

を予防することを目標としている｡

この "大学生版"を用いた介入研究8-では,介入

前後において,男女とも,介入群は対人関係に対す

る自己効力感が有意に増加したが,統制群では有意

な変化は見られなかった｡さらに女性においては,

統制群では,不安,抑うつともに有意に増加したも

のの,介入群では,不安は有意に減少し抑うつの有

意な変化は見られなかった｡これらの結果より,本

プログラムは,大学生の心理社会的ス トレスをいく

らか績和する可能性が示された｡

一方,大学生の時期に深刻な問題である過剰飲酒

については.男女別に行った本プログラムの介入前

後の検討では,男性においては,介入群も統制群も

有意な変化は見られなかった｡しかし,女性におい

ては,対象者自身および親しい友人ともに,介入前

では,介入群の方が統制群よりも経験頻度が低かっ

たものの,介入前から後で,介入群のみ増加が見ら

れ,介入後には,両群間に有意な差は見られなくな

った24)0

そこで今回は,心理教育的プログラム "サクセス

フル ･セルフ大学生版"8)をさらに発展させ,大学

生の時期に深刻な問題となっている過剰飲酒や親密

な他者への暴力等の行動上の問題の予防も試みた

"サクセスフル ･セルフ大学生版 2"を作成した｡

作成したプログラムを大学生に実施し,その効果に

ついて検討することを目的とした｡

方法

1.研究デザインと対象

西日本にある一大学の前期開講授業のうち,参加

者が重複しない2つの授業を対象に行われた｡1つ

の授業に参加した学生には, サ̀ クセスフル ･セル

フ大学生版2-'が行われた (介入群)｡もう一方の

授業に参加した学生には,青少年の心理社会的要因

の理解と支援 ･指導の在り方に関する講義が行われ

た (統制群)｡

両授業は,同じ授業者 (臨床心理士)によって行

われた｡

対象者は,介入群99名,統制群92名である｡

実験計画は以下のようである (介入前調査はTl,

2回目調査はT2,"サクセスフル ･セルフ大学生版

2…実施はⅩと示す)｡

介入前 介入後

介入群 Tl x T2

統制群 TI T2

2.介入

心理教育的プログラム "サクセスフル ･セルフ大

学生版"8)をさらに発展させ,大学生の時期に深刻

な問題となっている過剰飲酒や親密な他者への暴力

といった行動上の問題の予防も試みた サ̀ クセスフ

ル ･セルフ大学生版2''を用いた｡

本プログラムのねらいは,大学生における情緒的

および行動上の問題を予防し,心の健康を保持 ･増

進させることである｡自分を知る方法,問題解決法.

ストレス対処法,コミュニケーションの方法.友人

に対する適切な自己主張 ･共感 ･ゆずりあいの方法.

葛藤の解決法を学習することにより,自己理解およ

び他者理解を深め,自己コントロール,日常生活に

対する適応力,円滑な友人関係,自己効力感を向上

し,情緒的および行動上の問題を減少することを目

的としているO

各レッスンの主題は,仲間について知ろう,サク

セスフル ･セルフ (成功していく自分)への道,自

分を好きになろう,豊かな友人関係を築こう,もめ

ごと解決法 :基礎編 1,もめごと解決法 :基礎編2,
｢私は｣ではじめるコミュニケーション,適切に自

己主張すること,もめごと解決法 :応用編 1,もめ

ごと解決法 :応用編2,何が起こるか考えてから行

動しよう,ストレスと自己コントロールである｡

プログラムは,Ⅹ年4月から8月にわたって. 1

回90分,週 1回のペースで,15回行われた｡

典型的なレッスンでは,まず,大学生の時期の心

理社会的発達課題を踏まえて,各回のレッスン目標,

それを達成するための方法について示す｡そして,

ワークシー トを用いて,個別の活動.グループ活動,

全体での共有を行う｡レッスンのまとめとして,リー

フレットを配布する｡プログラムの概要は,Table

lに示した｡
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3.評価方法および内容

プログラムの効果に関する評価のために,プログ

ラム開発の土台となった基礎研究で使用 した調査内

容のうち,問題行動と関連が見られ,かつプログラ

ムによって建設的な変化が報告されているいじめ等

の問題行動.学校社会への適応,自己コントロール,

問題行動を行う友人の数,問題行動の誘いを断る自

己効力感,社会性を測定する信頼性 ･構成概念妥当

性が示された尺度または項 目9),気分状態を測定す

るPOMS短縮版25)を用いた｡

各尺度の項 目数,得点範囲,α係数は,Table2

に示した｡

対象者のうち,調査に1回以上参加 した者を分析

対象としたOその内訳は,介入群は99名 (平均年

齢 18.6歳 ±0.9歳,18-23歳),男性39名 (平均年

齢 18.5歳 ±0.6歳,18-20歳),女性60名 (平均年

齢 18.5歳 ±1.0歳,18-23歳)である｡統制群は86

名 (平均年齢 19.6歳 ±1.0歳,18-25歳),男性45

名 (平均年齢 19.7歳 ±1.3歳,18-25歳),女性41

名 (平均年齢 19.5歳±0.6歳,19-21歳)である｡

4.分析方法

対象者のうち,前後のデータが追跡できた者は,

介入群71名 (71.7%)(男性41名,女性30名),秩

制群53名 (61.6%)(男性27名,女性26名)で,

十分といえなかった｡そこで,グループ間の変化を

検討することとした｡

まず,2群のベースライン比較のために. 2元配

置の分散分析を行い,介入前における介入群 ･統制

群と男性 ･女性の各尺度或いは項 目の平均得点の比

較を行った｡

次に介入群 と統制群の介入前後を比較するため

に,2元配置の分散分析を行い,対象者全体,男性

のみ,女性のみにおける介入前 ･介入後と介入群 ･

統制群の各尺度 ･項 目の平均得点の比較を行った｡

従って,介入前と介入後のデータ数に若干の違いが

ある｡

なお,尺度または項目の得点については,得点が

高いほど,その尺度名または項目名の傾向が強いこ

とを表す｡統計的有意水準は,5%とした｡統計的

分析は,PASWStatistics18を用いて行ったO

また,介入群の対象者の各レッスン-の感想を,

評価の補助資料とした｡

結果

1.介入群と統制群のベースライン分析

介入前における,群間の差.性差,群と性の交互

作用によるグループ間の差を.2元配置の分散分析

によって検討した｡各群と性における各尺度 ･項 目

得点の特徴は.Table3に示した｡

交互作用が見られたのは,以下の要因であ り,そ

れらの要因については引き続き単純主効果の検定を

行った｡r器物破壊をする友人の数｣において (p=

0.039),男性では介入群の方が統制群より少なく (p
=0.006),統制群では男性の方が女性より多かった

(p=0.001)｡｢い じめをする友人数｣において (p

=0.045),男性では介入群の方が統制群より少なく

(p=0.017),統制群では男性の方が女性より多か

った (p=0.017)｡｢過剰飲酒をする友人数｣にお

いて (p=0.017),介入群では男性の方が女性より

多かった (p<0.001)｡｢社会性｣において (p=

0.011),男性では介入群の方が統制群より高 く (p
=0.035),統制群では男性の方が女性より低かった

(p=0.008)｡その他の行動および心理社会的要因

を測定する尺度 ･項 目においては,交互作用は有意

ではなかった｡

群の要因においては,以下の要因に主効果が見ら

れた｡男女とも介入群の方が統制群より,｢授業中

の私語｣(p=0.009),｢授業中の携帯電話使用｣(p

=0.003),｢ネットいじめ加害｣(p=0.019),｢授業

中の私語をする友人数｣(p<0.001),｢授業中の携

帯電話使用をする友人数｣(p<0.001),｢学校欠席

をする友人数｣(p=0.004).｢親密な他者へ暴力を

する友人数｣(p=0.029)が,少なかったoまた,｢授
業中の携帯電話使用の誘いを断る自己効力感｣(p=
0.028)が高かったO さらに,｢怒 り一敵意｣ (p =

0.019),｢疲労｣(p=0.034)は低かったoその他の

行動および心理社会的要因を測定する尺度 ･項目に

おいては,群の主効果は有意ではなかったD

性における主効果は,以下の要因に見られた｡介

入群 ･統制群 とも男性の方が女性 より.｢授業中の

私語｣ (pく0.001).｢授業中の携帯電話使用｣(p <

0.001),｢学校欠席｣(p<0.001),｢過剰飲酒｣(p<

0.001),｢授業中の携帯電話使用をする友人数｣(p

<0.001),｢授 業 中の私 語 をす る友 人数｣(p=
0.048),｢深夜遊びをする友人数｣(p=0.014),｢喫

煙する友人数｣(p<0.001),｢親密な他者へ暴力を

する友人数｣(p=0.029)が多かった｡また,｢深夜

遊びの誘いを断る自己効力感｣(p=0.001),｢過剰飲

酒の誘いを断る自己効力感｣(p=0.001),｢喫煙の誘

いを断る自己効力感｣(p=0.032)が,低かったoさ

らに,｢緊張一不安｣が低く (p=0.018),｢活気｣(p
=0.001)が高かった｡その他の行動および心理社会

的要因を測定する尺度 ･項目においては,群の主効

果は有意ではなかった｡
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Tablel "サクセスフル ･セルフ大学生版2"のレッスン概要

L 主題 目標 内 容

1 仲間について知ろう

･人間関係を築くために.相手の ｢その人らしさ｣を理 ･人間関係ビンゴを使って,参加者に対してその人ら
解したり,自分のことを他者に話す重要性を理解する｡ しさを尋ねたり,自分について話 したりすることに
･豊かな人間関係を築くために,自己と他者には類似点 よって.ビンゴを完成させる｡完成したビンゴを使っ
と相違点が存在することを理解する｡ て,参加者の特徴を他の参加者に紹介する｡

2 サクセスフル･セルフ (成功していく自分)への道

･サクセスフル.セルフ (成功していく自分)のイメージ ･自分の行動について振 り返り,自分がなりたい自分
を膨らませ.それを達成するための目標を立てる｡ のイメージをふくらませるO サクセスフル ･セルフの
･社会の中で自分らしく生きていくために,自己を見つ カー ドを使って,これから続けたい行動とやめたい行
め.自分の行動のよい面と修正したほうが望ましい面を 動を明確にし,シー トを完成させる｡
考える重要性の認識を高める｡

3 自分を好きになろう

･自己理解や自己受容を向 とするために,自己イメ一 ･自分を好きになろうカー ド.台紙を使って,自分の
ジや自分のよいところを意識化する｡ よいところを意識化し,文章やイメージで表現する｡

4 豊かな友人関係を築こう

･友人と関わることの大切さを認識するために,これまでの ･よい友人関係とはワークシートを使って,これまで友
友人関係におけるイメージの取り違いや大切さに気づく0 人関係でつらかったことやよかったこと,これまで友人
･友人関係における淋しさや孤独感が癒され,葛藤やわだ にしてもらったこと,親切にしたこと,迷惑をかけたこ
かまりが軽減し.自分の進む方向を見出すために.友人関 とを振り返る｡そして.友人に対しての自分を見つめ,
係を見つめる｡ 友人関係でこれから心がけたいことをまとめる｡

5 もめごと解決基礎編①

･自分自身の人間関係の在り方を理解する｡
･適切なコミュニケーション法 (適切な自己主張 ･共
感 ･ゆずりあい)によって人間関係を維持したり,ち
めごとを解決したりすることの大切さを学ぶ｡

･友人の悪い誘いに服従したり.困っている人を見て

見ぬふりした時の結果を.自己や他者の視点から考え
る｡そして,適切なコミュニケーションによって,対
処と解決を考える｡

6 もめごと解決基礎編②

･適切なコミュニケーション法によって人間関係を維 ･友人関係で困っていることについて,自己を見つ
持したり,もめごとを解決したりすることの大切さを め.グループで話 し合う｡そして,適切なコミュニ
学ぶ,, ケ-ションによって.対処と解決を考える｡

7 ｢私は｣ではじめるコミュニケーション

･コミュニケーションによって生じる負担感を緩和す

るために,二人称 ･三人称を使わない ｢私は｣ではじ
める表現によって自分の気持ちを他者に伝えることの
大切さを理解する｡
･相手に不快な気持ちを与えず,自分の気持ちも抑え
過ぎずに,自分の気持ちを相手に伝えられるようにな
るために,他者にされたイヤなことについて,二人
称 ･三人称を使わない ｢私は｣で始める表現で,伝え
ることができるようになる｡

･｢私は｣ではじめるコミュニケーションが,どのよ
うに役在つかについて学習するDそしてコミュニケー
ションカー ドを使って,他者にされて負担に感じた出
来事を想超し,カー ドを作成するO作成したカードを
使って,相手に不快な気持ちを与えず自分の気持ちも
抑え過ぎずに,二人称 ･三人称を使わない ｢私は｣で
はじめる表現で,自分の気持ちを仲間に伝える練習を
行う｡

8 適切に自己主張すること

･適切な自己主張を行うために,同じことばでも,声
の トーンや大きさ,表情によって,相手への伝わり方
が違うことを理解する｡
･もめごとを解決するためには,キレないで落ち着い
て自己主張することが大切であることを学ぶ｡

･よい友人関係とはワークシー トを使って.これまで
友人関係でつらかったことやよかったこと.これまで

友人にしてもらったこと,親切にしたこと.迷惑をか
けたことを振 り返る｡そして,友人に対しての自分を
見つめ,友人関係でこれから心がけたいことをまとめ
る｡

9 もめごと解決応用編①
･問題解決法を習得する｡ ･人間関係で生じるもめごとに対して.問題解決法使
･コミュニケーション能力を高める｡ つて,解決法を考えて実行してみる｡

10 もめごと解決応用編②
･問題解決法を習得する｡ ･自作の人間関係で生じるもめごとに対して,問題解決法使っ
･コミュニケーション能力を高める｡ て,解決法を考えて実行してみるo

11 何が起るか考えてから行動しよう

･葛藤状況においてよりよい行動がとれるために,バ
ランスシー トを用いた意思決定の方法を理解する,J

･自分に起こっている葛藤状況に対して行動を起こす
ために,バランスシー トを用いた意思決定を行うrj

･葛藤状況における問題解決法の方法を理解する｡そ
して,自分に起こっている葛藤状況に対して,意思決
定バランスシー トを用いて,葛藤状況を解決してみ
る｡

12 ストレスマネジメントと自己コントロール

･ストレスのメカニズムを理解し,ストレスに対処すること ･自分のス トレスの原因や心や体の反応について振 り
の大切さを学ぶ｡ 返るOそして,ストレスマネージメントについて考え
･ストレスの原因に気付き,自己コントロールカを高める｡ る｡
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2.介入群と統制群のプログラム前後の棉討

介入群と統制群のベースライン分析で.いくつか

の尺度または項目の得点で性差 ･群間差が見られた

ことから,時間×群における2元配置の分散分析を,

全体,男性のみ,女性のみで行った｡また,分散分

析の結果と尺度･項目得点の平均得点 ･標準偏差は.

Table2に示した｡

2.1.全体での介入群と統制群のプログラム前後

の検討

交互作用が見られたのは,以下の要因であり.そ

れらの要因については引き続き単純主効果の検定を

行った｡｢ネットいじめ被害｣において [F(I,348)

=4.298,p=0.039,〝2=0.012,1-β=0.543],介入

群と統制群ではTlでは有意な差は見られなかった

が,T2では介入群より統制群の方が高かった (p=
0.002)O｢親密な他者への暴力｣において [F(1,

349)=4.313,p=0.039,q2=0.012,1-6=0.544L

介入群ではTlからT2へ有意な変化は見られなかっ

たが,統制群では増加した (p=0.050)｡さらに.

介入群と統制群ではTlにおいては有意な差は見ら

れなかったが,T2では介入群より統制群の万が高

かった (p=0.001)0｢緊張-不安｣において [Fu,

344)=5.310,p=0.022,712=0.015,1-6=0.632],

介入群ではTlからT2へ有意な変化は見られなかっ

たが,統制群では増加 した (p=0.040)｡さらに.

介入群と統制群ではTlにおいては有意な差は見ら

れなかったが,T2では介入群より統制群の方が高

かった (p=0.002)｡

その他の行動および心理社会的要因を測定する尺

度･項目においては,交互作用は有意ではなかった｡

時間における主効果は,以下の要因に見られた｡

介入群でも統制群でも,TlからT2で,｢問題解決

に対する自己効力感｣の増加が見られた [F(1,344)

=5.005,p=0.026,r12=0.014,I-6=0.607].

しかし,介入群でも統制群でも,TlからT2で,｢授

業中の私語｣[F(1,349)=7.866,p=0.005,r12=

0.022,1-β=0.799],｢授業中の携帯電話使用｣[F(I,

349)=13.906,p<0.00l,112=0.038,I-6=0.961L

｢学校欠席｣[F(1,347)=ll.594,p=0.001,T12=

0.032,1-β=0.924],｢授業中の私語をする友人数｣

[F(1,348)=6.259,p=0.013,〝2=0.018,1-β=
0.704],｢授業中の携帯電話使用をする友人数｣[F(1,

349)=14.651,p<0.001,112=0.040,1-β=
0.968],｢学校欠席 をす る友人数｣[F(1,349)=

19.076,p<0.001,r12=0.052,1-β=0.992],｢怒り

一敵意｣[F(1,344)≡7.803,p=0.006,〝2=0.022,

I-β=0.795],｢疲労｣[F(I,347)=9.092,p=0.003,

〝2=0.026,1-β=0.852]の増加が見られた｡

その他の行動および心理社会的要因を測定する尺

度 ･項目においては,時間の主効果は有意ではなか

った｡

2.2.男性での介入群と統制群のプログラム前後

の模討

交互作用が見られたのは,以下の要因であり,そ

れらの要因については引き続き単純主効果の検定を

行った｡｢学校欠席をする友人数｣において [F(1,

157)=6.403,p=0.012,〝2=0.039,1-β=0.711],介

入群ではTlからT2へ有意に増加し (p=0.001),秩

制群では有意な変化は見られなかった｡また,介入

群と統制群ではTlにおいては有意な差は見られなか

ったが,T2では介入群の方が統制群より高かった (p

=0.05)｡｢深夜遊びをする友人数｣において lF(1,

157)=4.319,p=0.039,112=0.027,1-β=0.542],介

入群ではTlからT2へ増加し (p=0.050),統制群で

は有意な変化は見られなかった｡また,介入群と統

制群ではTlにおいては有意な差は見られなかったが.

12では介入群の万が統制群より高かった (p=0.05)｡

その他の行動および心理社会的要因を測定する尺

度･項目においては,交互作用は有意ではなかった｡

時間における主効果は,以下の要因に見られたO

介入群でも統制群でも,TlからT2で,｢授業中の携

帯電話使用 ｣[F(1,157)=4.796,p=0.030,112=

0.030,1-〟=0.586],｢学 校 欠 席 ｣[F(1,155)=

8.429,p=0.004,〝2=0.052,1-β=0.823],｢授業中

の携帯電話使用をする友人数｣lF(1,157)=14.278,

p<0.001,172=0.083,1-β=0.964],｢不安一緊張｣[F

(1,152)=4.709,p =0.032,112=0.030,1-6 =

0.578],｢怒り一敵意｣[F(1,155)=6.728,p=0.010,

112=0.042,1-β=0.732],｢疲 労 ｣[F(1,155)≡

4.163,p=0.043,712=0.026,1-β=0.527],｢混乱｣[F

(1,155)=5.205,p=0.024,〃2=0.032,1-β=0.621]

の増加が見られた｡

その他の行動および心理社会的要因を測定する尺

度 ･項目においては,時間の主効果は有意ではなか

った｡

2.3.女性での介入群と統制群のプログラム前後

の検討

交互作用が見られたのは,以下の要因であり,そ

れらの要因については引き続き単純主効果の検定を

行ったo｢い じめをする友人数｣において [F(1,

187)=4.300,p=0.039,712≡0.022,1-β=0.541],
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介入群と統制群ではTlにおいては有意な差は見ら

れなかったが,T2では介入群 より統制群の方が高

かった (p=0.015)｡介入群においてはTlからT2

へ有意な変化は見られなかったが,統制群では有意

に増加 した (p =0.020)0｢社会性｣において [F(1,

187)=4.667,p=0.032,f12=0.024,I-β=0.575],

介入群ではTlか らT2へ増加がみ られたが (p=
0.08),統制群では有意な差は見られなかった｡さら

に,介入群 と統制群ではTlにおいては有意な差は

見られなかったが,T2では介入群の方が統制群より

高かった (p=0.091)｡｢緊張一不安｣において [F(1,

187)=6.705,p=0.010,n2=0.035,1-6=0.731L

介入群ではTlか らT2-低下 したが (p =0.040),

統制群では有意な差は見られなかった｡さらに,介

入群と統制群ではTlにおいては有意な差は見られ

なかったが,T2では介入群より統制群の方が高かっ

た (p<0.001)0

その他の行動および心理社会的要因を測定する尺

度･項目においては,交互作用は有意ではなかった｡

時間における主効果は,以下の要因に見られた｡

介入群でも統制群でも,TlからT2で了授業中の私語｣

lF(i,187)=ll.778,p=0.001,f12=0.059,1-6=
0.927],｢授 業 中の携 帯電話使 用 ｣[F(I,187)≡

9.478,p=0.002,112=0.048,1-β=0.865],｢学校欠

席JlF(1,187)=4.202,p=0.042,f12=0,022,I-6

=0.532],｢学校欠席 をする友人数｣[F(1,187)=
0.193,p=0.014,〝2=0.032,11β=0.697].｢疲労J[F

(1,187)=5.777,p=0.017,〝2=0.030,llβ=
0.667]の増加が見られた｡

その他の行動および心理社会的要因を測定する尺

度 ･項 目においては,時間の主効果は有意ではなか

った｡

3.プラグラムの感想

プログラム終了後,プログラムの中で行った個別

の活動,グループ活動,ロールプレイを,日常生活の

中で実践してみることを促し,実践の感想を尋ねた｡

対象者の実践は,いずれかのレッスン内容に偏る

傾向は見られなかった｡

｢なりたい自分｣に着目しその実践を行った者か

ら,｢なによりも自分自身が行動することに意味があ

る｣等自己管理の重要性に関する感想が述べられた｡

｢自分を好 きになる｣ことに着 目しその実践を行

った者から,｢自分を好 きになることで,他の友人

ともよい友人関係が築けるのがわかった｣といった

感想が述べ られた｡

｢人間関係構築｣に着目してその実践を行った者

から,｢非言語的なコミュニケーションの大切さを

感じた｣,｢目の合わせ方や話の入 り方の重要性がわ

かった｣,｢人と関わるときに不安が減った｣といっ

た多面的な感想が述べられた｡

｢もめごと解決｣に着目してその実践を行った者

から.｢相手の意見を尊重 しながら,自分の意見を

はっきりもつことが大切だと感 じた｣,｢人間関係を

よくするには自分を客観視することが大切だと思っ

た｣,｢今まで誘われた時の断 り方に困っていたが,

スムースに断れた｣といった感想が述べられた｡

｢.｢私は｣ではじめるコミュニケーション｣に着目

してその実践を行った者からは,｢相手の思いや考

えを聞いた上で.他者の意見を尊重 しつつ.極力冷

静な調子ではきはきと声の調子に気を付けて発言で

きた｣といった感想が述べられた｡これは,他の授

業でのディベー トの際に応用可能との感想がいくつ

か見られたO

｢葛藤解決｣に着 目してその実践を行った者から

は,｢バランスシー トを用いて,いろいろな人に相

談し意見をもらい,急がずゆっくり,冷静に考える

ことができ,一応どうするかを考えることができた｣

といった感想が述べ られた｡これは,部活,アルバ

イトをやめる (休む)かどうかの決定に応用 してい

た者が複数見られた｡

｢自己コントロールとス トレスマネジメント｣に

着 目してその実践を行った者からは,｢自分が楽 し

いと思えることをやってみることで,その効果を実

感できた｣といった感想が述べられた｡

授業で行ったレッスンは,対象者の日常生活の中

で応用できることが示唆された｡
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Table2 各 行 動 ･ 心 理 社 会 的 要 因 の 項 目 数 ･ 得 点 範 囲 ･o 係 数 , 介 入 前 後 の 介 入 群 ･ 統 制 群 ･
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親しい友人救

親療な他者-のJt力

器物破♯

いじめ

喫煙

過剰政商

深夜遊び

学校欠席

授業中の携帯t言責使用

授業中の私帝

断る自己効力感

観療な他者-のJt力

器物破♯
いじめ

喫煙

過剰飲酒

深夜遊び

学校欠席

授業中の携帯t話使用

授業中の私籍

社会性 9 0136

0124 068 Tl 1338

72 1390

0112 077 T1 676

Tユ 710

0-12 066 T1 7ユ0

17 770

0-8 076 日 39B

T2 449

0-24 073 11 667 359 639 361

T2 672 425 (〉6L) 413

5 0-20 0畠3 T1 932 494 920 496 b tu3 400 823 463

T2 847 493 .081 506 974 5OO l012 5L9

5 0-2O O86 T1 56L 448 681 559 g 533 367 61] 538
T2 602 496 月06 518 684 527 7=8 535

5 O一三0 082 r1 406 38O 558 4:'2 dr 451 426 55r 462

T2 481 ▲1日 735 4(Tj 600 420 773 480

5 O-20 086 T1 852 455 886 411 1036 457 ()54 464

T2 863 460 876 44b lO14 44O 909 485

5 0-20 ()86 Tl 899 522 1076 く05 d､f l)49 562 1059 446

TZ LO3q 570 】273 4gD l162 595 日86 494

5 0-20 055 T1 62り 413 716 ･128 fL 618 :)46 690 355

17 640 388 879 419 741 443 857 441

注)分析対点者は,介入挿99名 (男性 39名.女性 60名).統制群 80名 (男性 40名,女性 40名)aTl=介入群へのプログラム実施軌 T2-介入群-のプログラム終了後｡各変数は.高得点ほどその項 目の傾向が軌 ､
ことを示す｡tl係故は､各跡当する全ての項目に回答している者から井出した｡単項目の甘合,4併軌 ま計算できない｡

8交互作用 (時間 x群)があr).p<001｡b交互作用 (時間 x群)があり,p<005｡C主効果(時仰)があり,pく0001Dd主効果 (時間)があり.p.の01oe主効果 (時間)があり,pく005｡f幸効果 (秤)があり.pく0001｡g主
効果 (群)があり,pく00).主効果tが)があり,p<0058
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Table3 介入群 ･統制群と性からみた介入前 (Tl)の特徴

性の特徴 群の特徴

介入群 統制群 男性 女性

行動

親密な他者-の暴力

器物破壊

いじめ

喫煙

過剰飲酒 男>女 男>女

学校欠席 男>女 男>女

深夜遊び

授業中の携帯電話使用 男>女 男>女 介入<統制 介入<統制

授業中の私語 男>女 男>女 介入<続制 介入<統制

ネットいじめ加害 介入<統制 介入<統制

ネットいじめ被害

親しい友人数

親密な他者-の暴力 男>女 男>女 介入<統制 介入<統制

器物破壊 男>女 介入<統制

いじめ 男>女 介入<統制

喫煙 男>女 男>女

過剰飲酒 男>女

深夜遊び 男>女 男>女

学校欠席 男>女 男>女 介入<統制 介入<統制

授業中の携帯電話使用 介入<統制 介入<統制

授業中の私語 男>女 男>女 介入<統制 介入<統制

断る自己効力感

親密な他者-の暴力

器物破壊

いじめ

喫煙 男<女 男<女

過剰飲酒 男<女 男<女

探夜遊び 男<女 男<女

学校欠席

授業中の携帯電話使用 介入>統制 介入>統制

授業中の私語

社会性 男<女 介入>統制

社会性に関する自己効力感

対人関係

困難に打ち勝つ

自己コントロール

問題解決

自己コントロールの欠如

衝動性.攻撃性

気分状態

緊張-不安 男<女 男<女

抑うつ-落ち込み

怒り-敵意 介入<統制 介入<統制

活気 男>女 男>女

疲労 介入<統制 介入<統制

注)Tl-介入前の時期｡Tlにおいて,性,群間で有意な差が見られた要因の特徴を ｢<｣あるい

は ｢>｣の符号で示した｡空欄は,有意な差が見られない｡
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考察

全体,男性のみ,女性のみからみた介入群 ･統制

群における介入前後の変化を,Table4にまとめた｡

本研究では,社会性に関する自己効力感の向上,

不安や抑うつの予防といった心理社会的ス トレスの

積和の可能性が示された "サクセスフル ･セルフ大

学生版■'8)をさらに発展 させ,大学生の時期に深刻

な問題 となる行動を予防することもねらいとした

"サクセスフル ･セルフ大学生版 2"を作成 し,そ

の効果に関する評価を行った｡

'サ クセスフル ･セルフ大学生版 2"においても,

不安の予防が示され,特に女性で不安の減少が見ら

れた｡これは, サ̀ クセスフル ･セルフ大学生坂 "8)

でも報告されていることから,自分を知る方法,問

題解決法,ス トレス対処法,コミュニケーションの

方法,友人に対する適切な自己主張 ･共感 ･ゆず り

あいの方法,葛藤の解決法について,自己理解や他

者との意見交換や共有を行うことは,不安予防につ

ながる可能性が考えられた｡

さらに.̀̀サクセスフル･セルフ大学生版 2"では,

親密な他者への暴力やいじめの予防も示された｡こ

れは, レッスンで用いたワークシー トやまとめの

リーフレットに,対人関係に関する内容を掲載した

ことによる可能性がある｡

男女別にみると,プログラムを行った男性では,

学校欠席や深夜遊びは,対象者自身は増加せず,親

しい友人のみ増加が示された｡この時期は親しい友

人の影響を受けやすいことから,本プログラムに参

加 していない友人へのアプローチの必要性が示唆さ

れた｡

プログラムを行った女性では,不安の減少に加え

て,社会性の増加傾向やいじめをする友人の減少が

見られた｡プログラムで継続 して行った自己理解と

対人関係に関する取 り組みが,もめごとへの対処と

解決へつながった可能性が示唆された｡

また,プログラムに参加 した介入群の現実場面へ

の応用は,プログラムの単一レッスンに焦点を当て

て実践 している者,いくつかの内容を統合 して実践

している者等,多岐にわたった｡

応用内容は各対象者でバラつきは見 られたが,感

想は全般的に肯定的で,これまで対応に苦慮したり

悩んでいたりしたことに,対処し解決する体験にな

ったことが示唆された｡

今回 ｢試み｣として実践 したことが,日常生活の

中で自然に ｢習慣｣となるような継続的なアブロー

チが必要だと考えられた｡

しかし 介入群,統制群ともに,介入前から介入

後で,授業中の私語,授業中の携帯電話使用,学校

欠席が.参加者自身,親しい友人とも増加してお り.

さらにいずれの群でも怒 り･敵意,疲労といった気

分状態の増加 も見られた｡

また,今回のプログラム改訂の際に重要視した過

剰飲酒の予防については,全体,性別いずれの検討

においでも,介入前後での有意な変化は見られなか

った｡

このような結果は,介入前は新 しい年度が始まっ

た頃で,介入後はそれから数か月が経過した頃に実

施しているという実施時期による影響 もあると考え

られた｡人間関係が構築され,学校生活に慣れてき

た頃の授業の雰囲気や気分状態の実態が伺えた｡

本研究は,一つの大学の限られた授業を活用して

行った小規模研究である｡フォローアップの仕方等

を含めた研究方法については,さらに改善していく

必要がある｡

また,今回得 られた結果についても.長期間の変

化を追跡 したり等,さらにプログラムの効果に関す

る検討をしていく必要がある｡

まとめ

自己理解 と人間関係について焦点をあてた心理教

育的プログラム "サクセスフル･セルフ大学生版2''

を,大学の講義を活用して実施 したところ,｢不安･

緊張｣,｢ネット上のいじめ被害｣.｢親密な他者への

暴力｣の予防が示され,本プログラムが大学生の情

緒的及び行動上の問題を予防する可能性が示唆され

た｡

謝辞

本研究にご協力頂きました,学生の皆様,ご理解

とご協力を頂きました皆様に,感謝致します｡

また本研究は,科研費 (21530728)の助成を受

けました｡
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Table4 全体 ･男性 ･女性からみた介入群 ･統制群における
介入前 (Tl) ･介入後 (T2)の変化

全体 男惟 女性

介入群 統制群 介入群 統制群 介入群 統制群

行動

親密な他者-の暴力 < 1
器物破壊

いじめ

喫煙

過剰飲酒

深夜遊び

学校欠席 クl 一l a タl a クl
授業中の携帯電話使用 刀 一l 一l 刀 一l a
授業中の私語 メ 一l 7l クl
ネッ トいじめ加害

ネットいじめ被害 <
親しい友人数

親密な他者への暴力

器物破壊

いじめ < ?
喫煙

過剰飲柄

深夜遊び 1>
学校欠席 一l a 1> 刀 刀
授業中の携帯電話使用 a クl a タl
授業中の私語 一l 1

断る自己効力感

親密な他者への暴力

器物破壊

いじめ

喫煙

過剰飲酒

深夜遊び

学校欠席

授業中の携帯電話使用

授業rTーの私語

社会性 1>
社会性に関する自己効力感

対人関係

困錐に打ち勝つ

自己コントロール

問題解決 フl タl
自己コントロールの欠如

衝動性 .攻撃性

気分状態

緊張 -不安 <.a a タlヽ <
抑うつ -落ち込み

怒 り-敵意 一l 1 a 刀
活気

疲労 クl タl 一l 1 タl タl
注)Tl-介入前の時期,T2=介入後の時期oT(時間)×群における2元配置の分散分析において,有
意な交吐作用.時間の主効果が見られた要【月について,次のようにまとめたJrlからT2において,
各群で差が見られた安凶の特徴を矢印で示したoT2において,介入群と統制群とで差が見られた安
閑の特徴を｢<｣あるいは｢>｣の符弓-で示したo空欄は.有意な差が見られない0
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